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予防規定に基づく放射線業務従事者に対する健康診断

1. まえカTき のうち，血液検査は放射線業務に従事する前および従

事してからは年1回実施した。

近畿大学原子力研究所における平成6年4月より平 検査は当大学医学部附属病院に測定を依頼して行っ

成 7年3月までの一年間の放射線管理の結果を報告す た。その結果を第 1""4表に示した。これによると白血

る。平成6年度における放射線業務従事者は原子力研 球数において 3，000，...，，4 ，000/mm3の範囲の者が5名，

究所および理工学部，薬学部，農学部など教員57名，

卒業研究のため原子炉施設利用の理工学部，農学部学 第1表白血球数

生13名，障害防止法に係る放射線業務従事者として理

工学部学生など42名(京大原子炉実験所などへの外部

派遣学生を含む)計112名が放射線管理の対象となった。

平成6年度の原子炉の運転状況は，最高熱出力 l

w，積算熱出力 333..25W . hr，延運転時間617.96時間
であった。中性子発生装置の運転は，照射実験および

その試験運転のため5.06時間実施された。科学技術庁

による平成6年度に実施された原子炉施設定期検査は

平成6年 4月 5，6日，放射線障害防止に係る放射線施

設等の立入検査は平成6年 9月8日および側原子力安

全技術センターによる RI定期検査は平成7年2月16

日に行われ，無事合格した。科学技術庁による保安規

定遵守状況調査は今年度は実施されず，延期された。

本報では平成6年度に定期的に実施した環境放射能

調査等の結果について報告する。

2. 個人管理

2.1 健康診断

原子力研究所原子炉施設保安規定および放射線障害

検 査

車数
C/mm3) 

検 査

F 

事赤数

(万/mm3)
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平成6年5月
年 月

教職員 子，ll4一 生

9，000以上 4 2 

5，000"""9，000 46 41 

4，000"""5，000 14 18 

4，000未満 2 3 

計 66人 64人

第2表赤血球数

平成6年5月
年 月

教職員 ザ，lllー- 生

550以上 2 11 

450，...，，550 54 46 

400"""500 10 7 

400未満 O O 

計 66人 64人
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第3表血色素量

平成6年5月
検 査 年 月

教職員 子込主d与 生

血素量色

16.0以上 16 14 

14.0--16.0 38 39 

12.0--14.。 12 10 

(g/df) 12.0未満 。
計 66人 64人

第4表白血球百分率

平成6年 5月
検査年月

教職員 A子>4 生

好球中
梓状核 1.0--7.0% 1.0--10.0% 

分葉核 33.0--76.5% 32.5--75.5% 

好 酸 球 0.5--18.5% 0.5--13.9% 

好塩基球 0.5--3.0% 0.5--4.0% 

ンパ球 15.0--54.0% 12.5--58.1% 

単 球 2.0--16.0% 1.5--15.0% 

助線量計として行った。フィルムバッジは広範囲用

(X，γ，β線)，中性子線用あるいは γ線用が用いら

れ，作業者の利用頻度などにより 1カ月あるいは3カ

月ごとに実効線量当量の測定を業者に依頼している。

フィルムバッジなどによる 1年間の実効線量当量を第

5表に示した。 これによると年間の実効線量当量は最

高 0.2mSvで実効線量当量限度および組織線量当量

限度に達した者はなく，中性子線用フィルムバッジに

よる測定では検出限界以上の者は皆無であった。平成

6年度の1人平均実効線量当量は放射線業務従事者に

ついては，いずれもフィルムバッジの測定結果で，検

出限界以下は 0として集積した。作業時の実効線量当

量の管理目標値，調査レベルをこえた場合は皆無で，

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における作業

時に内部被ばくの予想される事例はなかった。

3. 研究室管理

3.1 場所における線量当量率の測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における線

量当量率の測定は電離箱式エリアモニタによる連続測

定および記録の他，電離箱式サーベイメータ (A1oka

製 ICS-311および ICS-151など)， GM管式サーベ

イメータ (Aloka製 TGS-123など)を用いて行っ

血色素量 12g/df未満が 1名いたが，再検査および問 た。また平均γ線線量当量率は個人被ばく線量測定用

診等により，生理学的変動および低血色素性貧血によ のフィルムバッジおよび TLD (松下電器産業(槻製，

るもので，放射線被ばくによると思われる異常は認め UD-200S， CaS04 (Tm))を用いて 1カ月間の積算線

られなかった。その他皮膚，爪の異常および水晶体の 量当量から計算により求めた。場所の線量率の単位と

混濁などについても放射線被ばくによると思われる異 しては， μGy/h など空気吸収線量を用いるべきであ

常はなかった。 るが，測定値 μSv/hで表示している。

2.2 個人被ぱく線量当量の管理 3.1.1 フィルムバッジによる測定

個人被ばく線量当量の測定は，昨年度までと同様に 第6表にフィルムバッジによる月間積算線量当量の

フィルムバッジを主に，必要に応じて熱蛍光線量計 測定結果を示した。これによると，原子炉施設内にお

(以下 TLDとする)または電子ポケット線量計を補 いて測定を行った場所のうち，原子炉遮蔽タンク上部

第5表放射線業務従事者の実効線量当量

ぷ:
線量当量分布 総線量 平均線量 最大線量

当 量 当 量 当 量
<5 5--15 15-25 25--50 50< 合計 (人・mSv) (mSv) (mSv) 

教 員 57 。 。 O 。 57 1.8 0.0 0.2 

子;>:u. 生 55 。 O O 。 55 0.2 0.0 0.2 

計 112 。 O O O 112 2.0 0.0 0.2 

※ "0.1mSv以下"(検出限界以下)はOとして集積した。
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第6表各施設における月間集積線量当量 (mSv) 

平成 6 年 平成 7 年
年集当積線量間量測定位置

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

原 原子炉遮蔽タンク上部 X 0.2 0.1 X X 0.2 0.2 0.3 0.2 0.2 X X 1.4+5X 

子
原子炉室入口 X X X 0.1 X X X X 0.2 X X 0.2 0.5+9X 

中性子、源照射室入口 X X X X X X X X X X X X 12X 
炉
核燃料物質取扱場所 X X X X X X X X X X X X 12X 

施 核燃料物質保管場所 X X X X X X X X X X X X 12X 

設 コントロール室 X X X X X X X X X X X X 12X 

加速器操作室 X X X X X X X X X X X X 12X 
ト
RI H - 1 室 X X X X X X X X X X X X 12X 
レ
実 H - 2 室 X X X X X X X X X X X X 12X 

験 L - 1 室 X X X X X X X X X X X X 12X 
サ
室 L - 2 室 X X X X X X X X X X X X 12X 

RI貯蔵室前廊下 X X X X X X X X X X X X 12X 

排気機械室 X X X X X X X X X X X X 12X 
加
排水ポンプ室 X X X X X X X X X X X X 12X 
速

器
L-l室外壁 X X X X X X X X X X X X 12X 

扉前 X X X X X X X X X X X X 12X 
棟 廃棄物保管施設

外 X X X X X X X X X X X X 12X 

管理棟
X 線 室 l X X X X X X X X X X X X 12X 

X 線 室 2 X X X X X X X X X X X X 12X 

周辺監視区域境界(4カ所) X X X X X X X X X X X X 12X 

原子炉運転延熱出力(W・h) 2.69 25.74 45.27 17.50 21.26 42.50 39.39 53.89 41.65 26.87 13.13 3.36 333.25 

X: <0.1 (検出限界以下)

において平成6年11月に月間 0.3mSv と最高値を， 線量当量率の 1年間の経時変動を第7表，第2図に示

また年間における γ線の集積線量当量においても，原 した。これによると原子炉室内においては，原子炉稼

子炉遮蔽タンク上部が最高で1.4mSv，原子炉室入口 働時間に影響され，最高値は原子炉遮蔽タンク南下部

では 0.5mSvとなり，検出限界以下 (X)はOとして において最高値 0.47.μSv/hを示した。トレーサー・

集積した。その他の原子炉施設およびトレーサー・加 加速器棟15点(第3図)の月平均 γ線線量当量率の変

速器棟における各測定点では，全て O.lmSv以下，す 動を第8表，第4図に示した。最高値は貯蔵室前で

なわち"検出限界以下"であった。中性子線量は中性 0.41μSv/h，貯蔵室隣の RI実験室で 0.25，μSv/hで

子線用フィルムバッジにる測定でいずれの場所も"検 あったが，その他は年平均値でほぼ 0.13.μSv/h以下

出限界以下"であった。 であった。この γ線線量当量率の最高値を示す場所，

原子炉遮蔽タンク南下部において週48時間作業を

3.1.2 TLDによる測定 行ったとしても 23.μSv/wとなり，作業場所における

TLDによる月間平均γ線線量当量率 ωSv/h)は1 線量限度 lmSv/wをはるかに下回っている。

カ月間の積算線量 ωSv)を設置時間で割り，計算し

た。原子炉施設内8点(第1図)における月平均γ線
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第 1図原子炉施設における γ線線量当量率測定点

第7表 原子炉施設内における月間平均 γ線線量当量率の変動 (10-2μSv/h) 

No. 測定場所 変動範囲 平 均 値

モ ーー タ 室 8.09'"'-'12.4 9.63土 1.25*

2 コ ン ト ロ ール室 8.25'"'-'12.7 10.1 :t 1. 29 
3 原 子 炉 室 入 口 10.1 '"'-'44.2 16.0土 9.94

4 核燃料物質保管場所 9.88'"'-'14.9 11. 8 :t 1. 56 
5 中性子源照射場所 12.6 '"'-'18.9 15.5 :t 1.85 
6 核燃料物質取扱場所 9.50'"'-'17.7 11.9土 2.43

7 原子炉遮蔽タンク上部 13.3 '"'-'35.0 25.6 :t 8.78 
8 原子炉遮蔽タンク南下部 14.2 '"'-'46.8 25.6土 9.51

*標準偏差

〔μSv/h) 

0.5 

0.2 

0.4 

0.3 

0.1 

平成6年 平成7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第2-1図 原子炉施設内における月間平均 γ線線量当量率の変動
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(μS v /h) 

一一・一一中性子源照射場所

一---...，ー一按強科物質取世場所

一一←一原子炉適蔽タンク上部

一一-，'一一ー原子F遮蔽タンク南下部

0.5 

平成6年 平成7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第2-2図 原子炉施設内における月間平均 γ線線量当量率の変動

Nψ← 

第3図 トレーサー・加速器棟における γ線線量当量率測定点

3.1.3 連続放射線総合モニタによる測定 均 0.18--0.33.μSv/hで，原子炉運転中における月間

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟において 平均値の最高は，原子炉遮蔽タンク上部で平成7年2

は，いずれも富士電器(槻製 γエリアモニタ，ダストモ 月の 13.1μSv/h，その月間平均値は 0.43.μSv/hで

ニタ，ガスモニタ，水モニタを設置する連続放射線総 あったが，これは原子炉運転による積算熱出力量に大

合モニタにより放射線監視および連続記録を実施して きく影響されているものと思われる。

いる。原子炉室内の線量当量率の測定は電離箱式エリ

アモニタ(富士電機製，容量 5.e)により行い，原子炉 3.2 空気中および水中放射能濃度の測定

施設におけるエリアモニタにより測定した月間平均線 3.2.1 空気中放射能濃度の測定

量当量率の変動を第9表に示した。また，あわせて原 原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における排

子炉運転中の平均値，原子炉運転休止時(パックグラ 気口の空気中放射能濃度は富士電機製連続ろ紙式ダス

ウンド)の平均値も示した。パックグラウンドは年平 トモニタを用いて測定し，第10，11表に測定結果をま
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第8表 トレーサー・加速器棟内における月間平均 γ線線量当量率の変動 (10-2μSv/h) 

No. 測定場所 変動範囲 平 均 値

RI 実 験 室 14.93--25.49 18.64:t 3.01* 

2 H 2 室 9.15--14.29 11.09土1.27

3 H 室 10.41--15.25 11. 71 :t 1. 34 
4 L 2 室 10.70--16.13 12.57土1.52

5 L 室 9.06--14.06 10.60土1.26

6 加 速 器 操 作 室 7.63--11.88 9.42:t 1. 05 
7 排 水 ポ ン フ 室 8.38--11.61 9.80:t 0.91 
8 担ド 気 機 械 室 8.46--12.04 10.12:t 0.90 
9 測 定 室 9.72--13.87 11.61土1.04

10 貯 蔵 室 目Ij 32.39--41.18 35.46:t 2.75 
11 暗 室 11. 20--16.06 13.08:t 1. 22 
12 廊下 ( H 室前) 8.88--11.54 10.06:t 0.77 
13 廊下 ( L 室前) 8.54--13.14 1O.35:t 1. 09 
14 放 射 線 管 理 室 8.80--12.47 10.42土 0.96

15 汚 染 検 査 室 9.74--14.03 11.41:t 1.16 

*標準偏差

とめた。原子炉施設においては排気フィルター後で連 スト吸引中の飽和値では， 原子炉運転中 3.3X 10-6 

続測定を， トレーサー・加速器棟においては施設使用 Bq/crn3，休止時 2.9X 10-6Bq/ crn3，ダスト吸引停止

時に限って連続吸引測定を行った。原子炉施設および 10時間後および17時間後においては，原子炉運転中

トレーサー・加速器棟の管理区域内(それぞれ炉室内 (1.2--1.8) X 1O-7Bq/crn3および休止時 (1.5--2.3)

および各使用施設内)の空気中放射性物質濃度(全 β X 10一7Bq/crn3 とほぼ同じレベルになった。 トレー

放射能濃度)の測定を富士電機製固定ろ紙式ダストモ サー・加速器棟の管理区域内の空気中放射性物質濃度

ニタ (NAD-l， NHR)により行い，その結果を第四表 (全3放射能濃度)の年平均値は， ダスト吸引中飽和

および第13表に示した。これによると，原子炉施設の 値，吸引停止10時間後および17時間後についてそれぞ

管理区域における放射性物質濃度の年間平均値は，ダ れ， 2.2XI0-6Bq/crn3， 3.2XI0-7Bq/crn3および2.0

(μS v/h) 

0.3 

日目2

0.1 

平成6 平成7

年4月 5月 6月 7月 日月 9月 10月 11月 12月年1月 2月 3月

第4-1図 トレーサー・加速器棟内における月間平均 γ線線量当量率の変動
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(μS v /h) 

0.3 

0.2 

0.1 

平成6年 平成7年

4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第4-2図 トレーサー・加速器棟内における月間平均 γ線線量当量率の変動

(μS v/h) 

0.5 

0.4 

0.3 

。目2

0.1 

平成6年 平成7年

4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第4-3図 トレーサー・加速器棟内における月間平均 γ線線量当量率の変動

(μS v/h) 

0.6 

0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 
とミ~

平成6年 平成7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第4-4図 トレーサー・加速器棟内における月間平均 γ線線量当量率の変動
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第9表原子炉施設におけるエリアモニタによる γ線線量当量率 ωSv/h) 

原子炉遮蔽|原子炉遮蔽r.c; 7' .~-;:::: ::0:: I'bl': d:r lE6 
| |原子炉西壁|実 験 室|積算熱

タンク上部|タンク下部1'-=1-= 
測定年月 1 .，..，..，. ~.. 1 1 0=:"". 1 0=  -c7'. 1 1 0=  -c7 1. 1 0=  -c7 1. 1 0=  -c7 1. 1 0=  -c7 .1. _ 1 出力量

|原子炉|原子炉|全平均|原子炉|原子炉|全平均|原子炉|原子炉|全平均|原子炉|原子炉|全平均 l ëW.~hr)
運転中|休止時1=--.--:11運転中|休止時1=--"--:.11運転中|休止時1=--"--:.11運転中|休止時I..:::c.--I.... ~I 

平成6年4月I5.44 I 0.18 I 0.23 I 1.83 I 0.20 I 0.22 I 0.52 I 0.31 I 0.31 I 0.29 I 0.26 I 0.26 I 2.69 
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2月113.091 0.161 0.431 4.471 0.201 0.291 0.731 0.341 0.351 0.291 0.271 0.271 13.13 

3月14.64 1 0.18 1 0.22 1 2.31 1 0.20 1 0.22 1 0.83 1 0.34 1 0.35 1 0.29 1 0.27 1 0.27 1 3.36 

1--3月18叫o叶o叫 3.111 0.20 1 0.30 1 0.751 0叫 o判 O判 o. 27 1 O. 271 43 . 36 
年平均110.821 0.181 0.741 3.451 0.201 0.371 0.641 0.331 0.351 0.291 0.261 0.261333.25 

第10表総合モニタによる原子炉施設放射能管理記録

視.IJ 定 項 目
平成6年

7--9月 10--12月
平成7年

B.G. *4 
4--6月 1--3月

排気口ダスト 3γ*1 平均値 0.05::1: 4.1 0.16::1: 4.1 0.26::1: 3.7 0.05土 3.5 14.3土1.37

(1O-8Bq/cm3) 最高値 7.3 ::1: 4.5 8.5 ::1: 4.6 8.0 ::1: 4.3 5.2 ::1: 3.9 

排気口ダスト α*1 平均値 。::1: 8.0 0.15::1: 2.7 。::1: 3.5 。::1: 3.0 2.29土1.65
(lO-9Bq/ cm 3) 最高値 8.0土10 4.4 ::1: 5.5 31.0::1:12.5 14.5::1: 9.0 

排気ガス βγ*1 平均値 。::1: 1.9 0.08土1.9 0.88::1: 1. 9 。::1: 1.9 20.5::1: 0.66 
(1O-3Bq/ cm3) 最高値 1.6土1.9 1.3 ::1: 1.9 1.8土1.9 1.5土1.9

βγ*2 平均値 0.38::1: 3.6 0.95::1: 3.6 。土 3.6 0.19土 3.6 33.3::1: 1.26 
(1O-2Bq/ cm 3) 最高値 2.1 ::1: 3.7 2.3土 3.6 2.3 ::1: 3.6 3.0 ::1: 3.6 

水
βγ*3 平均値 1.14土 0.88 0.64::1: 0.06 1.00土0.07 1.39土 0.08

(1O-4Bq/cm3) 最高値 1.34土 0.14 0.80::1: 0.12 1.28土0.13 1.88土 0.17

*1 天然ラドンおよびトロン系の崩壊産物を差しヲ|いたもの *3 廃液貯留槽A-4槽より採水法による測定
*2 廃液貯留槽A-2槽より総合モニタによる視.iJ定 河原子炉運転休止時のパックグラウンドレベル
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第11表 トレーサー・加速器棟の排気口における空気中放射性物質濃度 (cps) 

空気中放射能濃度:βr 空気中放射能濃度 :α
測定年月日

空気中飽和値 | 吸引停止17時間後 | 空気中飽和値 | 吸引停止17時間後

平成6年4月 I7.2--15.0(10.2) I 0.29--0.52 (0.38) I <0.1 --0.35 (0.22) < 0.10 (<0.1 ) 

5月 I1.3--24.0 (10.3) I 0.27--0.45 (0.35) I <0.1 --0.48 (0.15) I < 0.10 (<0.1 ) 

6月 I1.4--23.5 ( 9'.0) I 0.28--0.39 (0.36) I <0.1 --2.5(0.51) I <0.10--0.14 ( 0.1) 

7月 I0.4--23.5 ( 7.9) I 0.30--0.49 (0.38) I <0.1 "'1.3 (0.48) I < 0.10 (<0.1 ) 

8月 I2.1--18.0 ( 7.3) I 0.30--0.43 (0.37) I < 0.1 "'0.50 (0.28) < 0.10 (<0.1 ) 

9月 I6.2--20.0 (13.4) I 0.30--0.51 (0.40) I <0.1 "'0.60 (0.17) < 0.10 (<0.1 ) 

10月 I6.0--24.5 (14.4) I 0.30--0.59 (0.39) I <0.1 --0.75 (0.53) I <0.10--0.15 ( 0.11) 

11月 I8.0--48.5 (16.4) I 0.28--0.75 (0.43) I <0.1 "'6.2 (0.66) I < 0.10 (<0.1 ) 

12月 I0.5--16.0 (10.0) I 0.23--0.54 (0.36) I 0.30--4.2 (0.96) I <0.1 --0.22 ( 0.13) 

平成7年 1月 I3.9--29.0 ( 8.9) I 0.25--0.41 (0.34) I 0.28--1.0 (0.48) I <0.1 ，.....0.14 ( 0.1) 

2月 I3.8--13.5 ( 6.8) I 0.30，.....0.40 (0.34) 0.30--0.80 (0.44) I <0.1 --0.14 ( 0.11) 

3月 0.8--13.0 ( 7.6) 0.26--0.48 (0.38) I 0.30--0.69 (0.48) I <0.1 --0.15 ( 0.11) 

年平均
10. 2:t3. 0* 0.37土0.07 0.44:t0.53 0.11土0.01

(cps) 

年平均
3.59X 10--6 1.30 X 10-7 1.52X 10-7 3.81 X 10-8 

(Bq/cm3) 

( )平均値 *標準編差

第12表 管理区域(原子炉室)における全 β空気中放射性物質濃度

ダスト吸引飽和値 | 吸引停止10時間後 | 吸引停止17時間後
年月 (10-6 Bq/cm3) (10-7 Bq/cm3) (10-7 Bq/cm3) 

原子炉運転中|休止時|原子炉運転中|休止時|原子炉運転中|休止時

平成6年4月 4.74 4.55 1.80 1.64 1.22 1.08 

:'~"'I""""'~~'~'!"""""I""""'Li'~""""..I..........i.~-~~-----_._-j----_...}.!.:......._.-I-......_.-i-~.i~........_j.._.....+~.~.: 
7月 1.99 2.12 1.60 1. 70 1.07 1.07 

8月 2.15 1.55 2.60 2.35 1.56 1.41 

9月 4.14 2.05 1.12 

10月 5.44 2.05 1.96 2.40 1.21 1.62 

11月 3.03 3.12 2.05 3.63 1.25 2.39 

平成'7$Y~"'I""""}'!~"""""I""""'~~'~'!""'"...I.........t!~...._-_..j.........~:.~.:..._.~...-I--_....--t.i~.._.....+........i-:.~.~
2月 2.27 2.15 1.34 2.44 0.87 1.60 

3月 2.21 2.06 1.42 1.48 1.08 0.97 

年平均 I3.26:t1.17* I 2.88:t1.16 I 1.84:1:0.33 2.32土0.73I 1.15:1:0.17 I 1.53:1:0.48 
一休止時の測定なし
* 標準偏差
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第13表 トレーサー・加速器棟管理区域における空気中放射性物質濃度 (10-7 Bq/cm勺

年月
ダスト吸引飽和値

範 囲|平均値

吸引停止10時間後

範囲|平均値 値

後
一
均

開
一
平

司

t

一

止
「
停
一

3

l
一
囲

コヲ一

I
I

吸
一

範

平成6年 4月I8.6'" 26.6 I 19.1::t 5.35 I 1.91--7.14 I 3.78::t1.81 I 0.21'" 4.37 I 2.27土1.20

5月I11. 4 '" 24.3 I 17. 2::t 4.11 I 1. 38--8.88 I 3.35土2.21 I 0.84'" 2.98 I 2.08::t1.17 

6月I7.99'" 21.6 1 13.8::t 5.20 1 0.45--5.66 1 1.71土1.61 1 0.23'" 3.40 1 1.37土1.10

7月13.18'" 44.6 1 17.4::tl1.50 1 0.57--3.19 1 1.43土0.75 1 0.57'" 2.28 1 1. 14::t0.51 

8月

9月I9.99"'123.8 I 30.2::t33.5 I 1.01--5.26 I 2.05::t1.22 I 1.01'" 5.26 I 1.02土0.82

10月I9.11'" 32.1 I 22.6土 8.14I 0.88--10.60 I 3.88::t3.08 I 0.43'" 7.65 I 2.69土2.09

11月I19. 1 '" 73. 0 I 39 . 9土14.15I 2.14--16.00 I 6.51土4. 00 I 1. 63'" 11 . 00 I 3. 84::t 2 . 77 

12月111.5'"47.7 1 24.1::tl0.80 1 1.40--6.75 1 2.52::t1.61 1 0.46'" 3.90 1 1.43::t0.94 

平成7年 1月114.8 '" 30.5 1 20.8土 5.53 1 0.87--6.48 1 2.97土1.68 1 0.23'" 4.17 1 1.88土1.18

2月112.5 '" 27.8 I 18.0::t 4.90 1 1.22--4.65 I 2.84土0.96 10.76'" 2.74 I 1. 79::tO.64 

3月113.1'" 35.8 1 23.5::t 7.83 1 1.60--5.82 1 4.12土2.98 I 0.69'" 7.04 I 2.58::t1.83 

年平均 22.4土7.3* 3.20::t1.41* 2.01土0.82*

一休暇中

* 標準偏差

年月

平成6年5月9日

第14表周辺監視区域境界付近における空気中放射性物質濃度 (10-7 Bq/cmり

吸引飽和値 | 吸引停止10時間後 | 吸引停止17時間後

7.31 0.95 0.74 

6月4日 16.0 1.26 1.16 

6月27日 6.03 0.61 0.59 

7月29日 23.2 1.36 0.68 

10月3日 2.27 1.14 0.91 

10月27日 17.1 2.19 0.81 

12月5日 16.5 0.50 

平成7年 l月18日 13.2 0.62 

平
一
差偏準標

均 13. 0::t6. 8* 0.90土0.56 O. 59::t0. 32 
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X 1O-7Bq/cmえとパックグラウンドレベルで，原子炉

施設とほぼ同じレベルであった。第14表に原子力研

究所原子炉施設周辺監視区域境界付近における空気中

放射性物質濃度を示した。吸引中飽和値の年平均値は

1.3X 1O-6Bq/cm3 であった。 これは自然放射性核種

であるラドン・トロン系の崩壊産物を含むもので，第

15表に示した原子炉の運転実績により計算で求めた

41Ar濃度とほぼ同じレベルである。

1 ) 排気口における平均放射性物質濃度

原子炉施設における平成6年度の放射性気体廃棄物

の放出量を原子炉の運転実績により計算で求め，第 16

表に示した。ガスモニタによる実測値はいずれの3カ

月間においても検出限界以下であったため，排気口に

おける平均放射性物質濃度を 1ワット原子炉運転実績

により計算で求めた。 UTR-KINKI，1ワットで運転

した場合の 41Ar生成率を「放射線管理マニュアル」

より 1.48X 105Bq/hとして

近畿大学原子力研究所年報

41Ar放出率 (Bq/h)

4lAr生成率(Bq/h)X年間の運転実績(h)

当該期間の時間(365X24h)

排気口の平均放射性物質濃度 (Bq/cm3)

4lAr生成率(Bq/h)

換気率(cm3/h)

ここで施設の換気率は 44.6m3/minである。近畿

大学原子炉施設における放射性気体廃棄物の放出管理

目標値は 41Ar生成率に，当施設の年間の最大運転実

績(1ワット時)1，200時間を乗じた年間1.7X 108Bq 

であるが，今年度の放出量は管理目標値を充分下回っ

ている。さらに，これらの放出実績をもとに周辺監視

区域境界付近における気体廃棄物のみによる被ばく評

価を以下 2)，3)により計算して第 16表に示した。こ

れによると，総合モニタによる気体廃棄物に由来する

と思われる放射性物質濃度は検出限界以下であるた

第15表放射性気体廃棄物の放出量 (原子炉施設全体)

実 視，11

期 間
全希ガス

平成6年 ※検出限界
4月--6月 以 下

7月--9月 〆r

10月--12月 /ノ

平成7年
〆'1

1月--3月

平成6年度 /〆

測定していない
※ 検出限界:1. 7 X 103Bq/sec 
放出管理目標値:1.8 X 108Bq 

値

その他

計算による(41Ar)

運転実績 放出実績 放出率排気口の平均濃度 備考

(W. h) (Bq) (Bq/h) (Bq/cm3) 

73.70 1.09 X 107 4.99 X 103 1.86 X 10-6 

81.26 1.20X107 5.45 X 103 2.04 X 10-6 

134.93 2.00X107 9.14X 103 3.42 X 10-6 

43.36 6.42 X 106 2.97X103 1.11 X 10-6 

333.25 4.93X 107 5.63X103 2.lOXlO-6 

「放射線管理マニュアル」に定める値(1.48 X 105Bq/h)に，当施設の年間の最大運転実績を1200時間とし
て，放出目標値は年間1.8X108Bqとする。

第16表 原手炉施設の周辺監視区域境界付近における気体廃棄物による実効線量当量

一一一均一一一一同一一一一一一一 一一一一一一一一ー一一|一一一一一一竺尽:6竺4月三空吟7千子月一一ーー
運転実績 333.25W.hr 

放出実績 4.93X10屯q

放出率 5.63 X 103 Bq/h 

排気口の平均放射性物質濃度 2.10 X 10-6 Bq/cm3 

周辺監視区域付近の平均放射性物質濃度 2.49 X 10-4 Bq/ cm3 

γ線外部被ばくによる実効線量当量 1. 91 X 10-4μSv/y 
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め，原子炉の 1年間の運転実績をもとに計算したγ線

外部被ばくによる線量当量は， 年間1.91x 10-~μSv 

と非常に低い。

2) 周辺監視区域境界付近の平均放射性物質濃度

気象条件として，大気安定度F，最多風向きを北東

として原子炉から南西方向へ 70mの周辺監視区域境

界付近での最大地表放射能濃度を次式により計算す

る。風速 2.6m/secとして角田，飯島の「英国法によ

る濃度分布計算図J(J AERI-11 01)によると，高さ 16

m の排気筒からの放出量 1Bq/h，風速 1m/sec，大気

安定度Fの場合の最大地表放射能濃度は約 1.15x 
1O-7Bq/cm3 で， その出現地点は風下約 700mであ

る。

最大地表放射能濃度 (Bq/cm3)

1.15 x 1O-7(Bq/cm3) x排気口での放出率(Bq/h)
2.6 

3)γ 線外部被ばくによる全身被ばく線量当量評価

大気安定度Fの場合，放出率 1Bq/h，γ線エネル

ギー 1MeV，その時の風速 1m/sec，排気筒の高さ 16

mに対して放出点から最も近い人家のある地点で予

想される被ぼくは 8.1XlO一12μSv/h と計算される。

線量当量評価のうち α線の被ぼくは含まず，スカイ

シャインについては問題とならな ~\o

被ばく評価値 ωSv/year)

=8.1 X 10-12 (μSv/h) X平均 41Ar放出率 (Bq/h)

xcxt (h) /2.6 

C エネルギー補正係数 1.242

(41Arの γ線エネルギーに対する)

当該期間の時間 (365x 24h) 

2.6 :調和平均速度 (m/sec)

3.2.2 廃水中の放射能潰度

廃水中の放射能濃度は放射線総合モニタにより原子

炉施設， トレーサー・加速器棟ともに廃水槽 A-2槽

について連続測定し，廃水溝へ放出する前には採水法

により測定を行った。原子炉施設およびトレーサー・

加速器棟における廃水中の全β放射能濃度を第 17表

に示した。

これによると原子炉施設廃水は採水法による測定で

最高 1.9X 1O-4Bq/mfで当所の廃水中の調査レベル

以下であり，年間の放出量は1.5X103Bqであった。

原子炉施設における放射性液体廃棄物の放出管理目標

値は 40K換算で年間 3.7X 107Bqであり，平成6年度

においては充分下回っているD トレーサー・加速器棟

第17表廃水中の全3放射能濃度 (10-5 Bq/mf) 

原子炉施設 トレーサー・加速器棟
期 間

変動範囲 平 均 値 変動範囲 平 均 値

平成6年4月.......6月 8.9.......13.4 11. 4:t0. 77* 29.7....... 33.2 31.4:t1.31 

7月.......9月 4.9....... 8.0 6.4土0.62 33.2.......131.1 62.0:t1. 74 

10月.......12月 8.0.......12.8 10.0土0.72 20.0....... 21.1 20.6:t1.12 

平成7年 1月.......3月 10.3.......18.8 13.9:t0.84 13.0....... 20.4 17.4:t1.00 

*標準偏差

第18表廃水中の γ放射性核種濃度 (10-5 Bq/mf) 

原子炉施設 トレーサー・加速器棟
期 間

Cs-137 K-40 Cs-137 K-40 

平成6年4月.......6月 0.3土0.07* 8.3土1.4 8.5土0.19 19.9:t1.5 

7月.......9月 0.6:t0.11 5.7:t1.6 ND ND 

10月.......12月 o .5:t0. 07 ND 0.63土0.11 11.7土1.7

平成7年 1月.......3月 0.6土0.11 16.1土1.6 0.63:t0.11 14.6土1.7

*計数誤差
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第19表減速水中の全 β放射能濃度 (10-5 Bq/m.e) 

北側 タ ン ク 南側 タ ン ク
期 間

均 値変 動 範 囲 平 均 値 変 動 範 囲 平

平成6年4月--6月 0.72--10.61 4.11土 5.63* O --26.6 9. 27:t 15.。
7月--9月 30.9 --98.2 64.6 :t47.6 11. 7 --50.2 31.0 :t27.2 

10月--12月 9.69--67.5 30.1土32.4 10.4 --47.6 25.5 :t19.6 

平成7年 1月--3月 3.40--12.6 7.61:t 4.66 4.63--26.。 16.3土10.8

*標準偏差

期 間 種

第20表減速水中の γ放射性核種濃度

北側燃料タンク

(10-5 Bq/m.e) 

南側燃料タンク核

平成6年4月 | ー ND ND 

7月|一 ND ND 

門 54Mn 0.26土0.07本
10月 ND
月 65Z n 1. 04 :t 0 . 19 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーー司--ーーーーーーーーーーーーーーーーー一司司司ーーーーー-.ドーーーー-ーーー-ーーー-ー一一回ー一切司司戸一一句ーー一切司ー----------一ー--司令ーーー一一ー-ーーーーーーーーーーーーーー一一一---.--ーーーーーーーーー-ーーーーーー，ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

平成7年 1月 65 Zn 0.78:t0.22 ND 

ND 検出限界以下
計数誤差

の廃水については最高1.3 x 1 0-3Bq/ m.e， 年間の放出

量は 2.0X 104Bqであった。廃水試料の γ線核種分析

結果を第18表に示したが， これによるといずれの施設

においても 137Csが最高 0.05Bq/.eオーダーの低レ

ベルで，他に自然放射性核種である 40Kが検出され

た。原子炉施設より 137Csの放出は考えられないが，

トレーサー・加速器棟の設立以前 RI実験室は原子

炉施設内に同居し，使用していた際排水管に吸着した

ものが除々に溶け出してきているのではないかと恩わ

れる。 γ線核種分析は環境試料水については約 20.e，

N
4
T
 

植物試料は生体約 1kg，土壌については 200gを採取

し，それぞれ蒸発乾固物，灰分および乾土をプラス

チック容器 (φ50mm)に入れ，真性 Ge半導体検出器

(有効体積 80m.e， プリンストンガンマテック社製の

同軸型)，測定系として NAIG社製多重波高分析器，

データの収集および解析には横河ヒューレットノfッ

カード社製 HP-45 コンピュータを用いて測定し， γ

線スベクトル分析により核種分析を行った。検出器

は， 6oCo1332keV の γ線に対する相対検出効率は

20%，半値幅は 2keVの特性をもつもので，密着状態

-排水ポンプ上榔
・遮蔽Pンク上部

原子炉室

。
第5図 原子炉施設における表面汚染密度測定点

- 39ー



森嶋他:放射線管理

汚
染検
査
室

録作室

Nせ←
2F 

1 F 

O床 ロ排水ポンプ上部
企ストーンテープル@真空ポンプ付近

ロ流し 企ターゲツト付近

・ドラフト 圃 Pーゲット下台

&排気管側壁 凹テープル引き戸

第6図 トレーサー・加速器棟内における表面汚染密度測定点

で測定を行った。原子炉燃料タンク 2槽 (60P容)中の

減速水の全β放射能濃度をローパックグラウンド 2π 

ガスフロー計数装置 (AlokaLBC-451)で測定し，そ

の結果を第四表に示した。これによると減速水は両タ

ンクとも年3回交換を行ったが，最高値は 9.8X10-4 

Bq/mPで，原子炉運転の稼働時間によって減速水の

全β放射能濃度は (0.......98.2)X 1O-5Bq/mPに変動し

ている。平成6年度北側および南側燃料タンク内の，

減速水(交換は年3回)中の核種分析結果を第20表に

示した。これによると検出された核種は 65Znおよび

5
4Mnで， 最高値は平成6年10月に採水したNタンク

減速水の 65Znで1.04X 1O-5Bq/mPであった。これら

はいずれも燃料体および燃料タンクの材料である Al

中の微量成分の放射化によって生成されたものと思わ

れるが，原子炉運転実績および、採水時期に大きく影響

される。

ミア法による表面汚染密度の測定結果を第21.......24表に

示した。原子炉施設における全β表面汚染密度の最高

値は 3.22X1O-3Bq/cm2 と調査レベソレの1/1000以下

であり，顕著な表面汚染の事例は無かった。トレー

サー・加速器棟における全β表面汚染密度の最高値

は加速器室入口床において o. 85Bq/ cm2， 3 H表面汚
染密度は加速器室ターゲット付近において 2.1Bq/

cm2を示し調査レベル以下であったo汚染した箇所に

ついては再度測定の結果，簡単に除染され，全くパッ

クグラウンドレベルにまで低下し，加速器室外への汚

染の拡大はなかった。平成6年度における放射性汚染

の異常例はなかったo

4. 野外管理

野外管理は原子炉施設保安規定に定めるサンプリン

グ地点(第7図)において，環境 γ線線量当量率は

3.3 表面汚染密度の測定 TLD 1月間の積算線量をもとに計算により，陸水，植

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟の管理区域 物および排水溝沈泥土などの環境試料中の全β放射

内(第5，6図)における床，ドラフト，流しおよび実 能濃度は， 3月間に l固定期的に測定を行ったo

験台の表面汚染密度の測定はサーベイ法およびスミア

法によって定期的に行った。スミア法による表面汚染 4.1 環境 γ線線量当量率

密度の測定は全β線放射能濃度をアロカ製2π ガスフ 環境 γ線線量当量率測定は TLD(CaS04: Tm， 

ロー・ローパックグラウンド計数装置 (LBC-451)に UD一200S)を用い，原子炉施設を中心に 1.5kmの範

より，3Hによる表面汚染密度については，パッカード 囲内11サンプリング地点に 1カ月間設置して測定した

社製液体シンチレーション計数装置 (Tri-carb2250) 積算線量当量より月平均γ線線量当量率を計算し，第

により行った。 1カ月に 1回，原子炉施設18定点， ト 25表，第8図に年間の変動を示した。これによると原

レーサー・加速器棟44定点について測定を行った。ス 子炉周辺監視区域内の γ線線量当量率は 0.080....... 
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第21表全 β放射性表面汚染密度の月別変動 (Bqjcm2) 

年月 原子炉施設 (10-5) I トレーサー・加速器棟 (10-3)

平成6年4月 < 18.6 < 4.86 (加速器室入口・床)

5月 < 6.62 < 0.498 (貯蔵室・床)

6月 < 6.62 < 6.83 (加速器室ターゲット付近・床)

7月 < 11. 2 < 4. 36 (加速器室入口・床)

8月 < 5.70 < 2.70 (加速器操作室・床)

9月<10 . 3 < 9. 04 ( /1 

10月 < 13.1 < 24.7 加速器室入口・床)

11月 <322 <805 加速器室ターゲット付近)

12月 < 182 <852 加速器室入口・床)

平成7年 1月 < 17.6 < 16.8 加速器室ターゲット付近)

2月 < 13.1 < 43.7 加速器室入口・床)

3月 < 14.0 <307 加速器室ターゲット付近・床)

第22表 スミア法による原子炉施設における全 β表面汚染密度 (10-5 Bqjcm2) 

No. 調リ 定 位 置 全 β表面汚染密度

洗面床台付近 < 10.3 

モ ーー タ 室
2 管理区域床境界付近 < 5.70 

3 床 < 15.8 
調4 定 室 (1) 

4 サイドテープル < 11.2 

5 床 < 5.98 
調。 定 室 (2) 

6 入 口 個1 二陪主ユ < 6.62 

7 準 備 室 床 < 9.37 

8 実 験 室 床 < 18.6 

9 廊 下 床 < 17.6 

10 遮蔽タンク上 < 10.3 
原 子 炉 室

11 床 < 14.0 

12 床 <322 
核燃料物質保管場所

13 入 口 付 近 < 9.43 

14 コントロール室 床 < 6.62 

15 排 気機械室 ダ ク ト 側壁 < 8.28 

16 排水ポンプ室 ポ ン プ上部 < 9.37 

17 入口付近・床 < 14.0 
核燃料物質保管場所

18 床 < 11.2 

19 中性子源照射場所 床 < 13.1 
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第23表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における全β表面汚染密度 (1O-5Bq/cm2) 

No. 調。 定 位 置 全3表面汚染密度 No. 調。 定 位 置 全8表面汚染密度

R 1実験室流 し < 16.7 23 暗 室流 し <32.3 

2 R 1実験室床 (1) <58.1 24 暗 室実験台 <14.9 

3 R 1実験室床 (2) <37.9 25 暗 室 床 <21.3 

4 R 1貯蔵室 (2) 床 < 125 26 調4 定 室床 (1) <98.5 
5 廊 下 (H室前) 床 < 17.6 27 測定室測定台 (北) <3.86 

6 高レベル実験室 (H-2)ドラフト <62.7 28 測定室測定台 (南) <19.5 

7 高レベル実験室 (H-2)流 し <84.7 29 調。 定 室床 (2) <11.2 

8 高レベル実験室 (H-2)床 (1) <29.6 30 廊下〈測定室前) 床 <4342 

9 高レベル実験室 (H-2)床 (2) < 16.7 31 汚染検査室床 (1) <28.7 

10 高レベル実験室 (H-l) ドラフ卜 <25.9 32 汚染検査室床 (2) <251 

11 高レベル実験室 (H-l)流 し <20.4 33 汚染検査室床 (3) <32.3 
12 高レベル実験室 (H-l)床 (1) < 17.6 34 汚染検査室床 (4) <27.8 
13 高レベル実験室 (H-l)床 (2) <23.2 35 汚染検査室測定台 <15.8 

14 廊 下 (L室前) 床 <41.5 36 加速器操作室 床 <904.3 
15 低レベル実験室 (L-2)ドラフ卜 <25.9 37 加速器室(入口) 床 (1) <85194 

16 低レベル実験室 (L-2)流 し <20.4 38 加 速 器 室 ターゲッ卜付近 <80546 

17 低レベル実験室 (L-2)床 (1) <56.2 39 力日 速 器 室 ターゲッ卜下台 <23986 
18 低レベル実験室 (L-2)床 (2) <23.2 40 加 速 器 室流し下床 <1787 
19 低レベル実験室 (L-l)ドラフト < 15.8 41 加 速 器 室 床 <30737 
20 低レベル実験室 (L-l)流 し <30.5 42 排気機械室 (2F) ダクト付近 < 12.1 
21 低レベル実験室 (L-l)床 (1) <36.0 43 排水ポンンプ室ポンプ付近 <21.3 
22 低レベル実験室 (L-l)床 (2) <10.3 44 トレーサー棟入口 床 <201 

第24表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における 3H表面汚染密度 (1O-4Bq/cm2) 

No. 視IJ 定 位 置 3H表面汚染密度 No. 視。 定 位 置 3H表面汚染密度

R 1実験室流 し <5.89 23 暗 室流 し <6.83 
2 R 1実験室床 (1) < 10.7 24 暗 室実験台 <8.26 
3 R 1実験室床 (2) <6.26 25 暗 室 床 <9.70 
4 R 1貯蔵室 (2) 床 <47.8 26 調。 定 室床 (1) <24.6 
5 廊 下 (H室前) 床 <6.69 27 測定室測定台 (北) <3.40 
6 高レベル実験室 (H-2) ドラフト <9.97 28 測定室測定台 (南) <11.4 
7 高レベル実験室 (H-2)流 し <31.1 29 測 定 室床 (2) <12.5 
8 高レベル実験室 (H-2)床 (1) <14.6 30 廊下(測定室前) 床 <412 
9 高レベル実験室 (H-2)床 (2) <14.6 31 汚染検査室床 (1) <7.29 
10 高レベル実験室 (H-l) ドラフ卜 <6.17 32 汚染検査室床 (2) <39.3 
11 高レベル実験室 (H-l)流 し <4.32 33 汚染検査室床 (3) <6.75 
12 高レベル実験室 (H-l)床 (1) <3.01 34 汚染検査室床 (4) <5.69 
13 高レベル実験室 (H-l)床 (2) <2.31 35 汚染検査室測定台 <8.09 
14 廊 下 (L室前) 床 <0.91 36 加速器操作室 床 <126 
15 低レベル実験室 (L-2)ドラフ卜 <6.88 37 加速器室(入口) 床 (1) <7982 
16 低レベル実験室 (L-2)流 し <0.00 38 加 速 器 室 ターゲッ卜付近 <20596 
17 低レベル実験室 (L-2)床 (1) < 14.1 39 加 速 器 室 ターゲット下台 < 11626 
18 低レベル実験室 (L-2)床 (2) <4.59 40 加 速 器 室流し下床 <5829 
19 低レベル実験室 (L-l)ドラフト <7.17 41 加 速 器 室 床 <3011 
20 低レベル実験室 (L-l)流 し <3.26 42 排気機械室 (2F) ダクト付近 <15.9 
21 低レベル実験室 (L-l)床 (1) <19.0 43 排水ポンンプ室ポンプ付近 <13.7 
22 低レベル実験室 (L-l)床 (2) <11.4 44 トレーサー棟入口 床 < 19.4 
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No. 

2 

第25表環境 7線線量当量率の変動

測定位置

原子炉より北

原子炉より北東

40m 

50m 

変動範囲

7.99--10.94 

9.23--12.6 

(10-~μSv/h) 

年平均

9.33土0.87*

10.37:t0.96 

3 1原子炉より南西 50m 1 7 . 97 --11 .55 9 .44:t 0 . 97 

4 原子炉より南東 50m I 8.51--11.17 9.64土0.76

5 原子炉より南 200m 16.79--9.57 7.77土0.78

6 原子炉より北東 300m I 8.48--11.4 9.47土0.85

7 1原子炉より北東 1，500m 1 7.85--10.93 8. 97:t0 .88 

8 1原子炉より北西 500m 1 7.59--10.4 8.83:t0.86 

9 原子炉より北東 700m 1 8.46--11.34 9.67:t0.84 
'''iu'''r一民一子炉一三tJ ~t 古""""""""'g'ÕÜ;;;'r 一一-EE--5:5iLILyr--7

ー"1"'r扇子炉云tJ~t 古 (6F)一一一町一 r"""""'S'.-05ζ11瓦一一一 r""""""9:ムー1. 29 一

*標準偏差
(μS v/h) 

0.3 

一一・一ー岨原子炉より 北西40m

一-0-ーー原子炉より 北車50m

一一一←一一原子炉より 南西50m

0.2 
一一+一一原子炉より 南東日m

0.1 

平成6年 平成7年

4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第8-1図 周辺監視区域境界における月間平均 γ線線量当量率の変動
(μS v/h) 

0.3 

-ー一一原子炉より 商100m

一-a-一一原子炉より 北東300m

一ーー←一一原子炉より 北東1500m
0.2 

一吋一一原子炉より北西日Om

0.1 

平成B年 平成7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第8-2図 周辺監視区域境界における月間平均 γ線線量当量率の変動
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tμS v/h) 

0.3 

ーーー・ーーー原子炉より北京700m

ー-~ーーー原子炉より北西900m

ー一一・一一ー原子炉より北西(6F)500m

。目2

0.1 

平成6年 平成7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第8-3図 野外環境における月間平均 γ線線量当量率の変動

第26表陸水の放射能

蒸発残撞量 カリウム含有量 全β放射能濃度

採水場所 (mg/ R-) (mg/ R-) (1O-2Bq/mf) 

変動範囲 平均値 変動範囲 平均値 変動範囲 平均値

上小阪下水処理場 255--421 357:t 72* 8.80--12.7 11.0 :t1.6* 24.8--39.1 32.2:t 5.9* 

原子力研究所前 192--489 300土134 5.89--16.8 11.2 :t4.5 22.2--52.7 34.4土14.3

原子力研究所上流 152--365 264土 96 2.45--12.6 8.04:t4.2 14.1--42.0 26.5:t13.。
*標準偏差

第27表植物の放射能

採取場所
種 類 生体水分 乾物当灰分 灰分当カリウム 全3放射能濃度
(科) (%) (%) (%) (Bq/g灰分)

上小阪下水処理場 サンゴジュ
64.7--81.0 9.19--27.8 6.42--16.8 3.61--5.37 
(73.0土6.6勺 C14.5:t8.9勺 (11.4:t4.3勺 (3.97:t0. 94 *) 

イ 不
82.6--93.7 8.59--46.6 15.1 --23.1 5.13--8.43 

原子力研究所前
(88.8土5.3) (20.4:t 17 . 7) (17.5土3.8) (6.62:t1.36) 

ノイ キ
56.5--69.2 5.94--10 .4 4.20--31.9 2.75--3.89 

ツ
(63.7土5.4) (7.9:t2.3) (12. 2:t 13 .2) (3.31:t0.63) 

( )平均値 *標準偏差

第28表排水経路における沈泥土の全β放射能濃度 (Bq/g乾土)

採 取 地 変動範囲 平 均 値

上小阪下水処理場 0.80--1.07 0.91土0.13本

原 子力研究所前 0.72--0.85 0.77土0.06

原子力研究所上流 0.71--0.95 0.78:t0.ll 

本標準偏差
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第29表陸水中の 7放射性核種濃度 (10-4Bq/mf) 

採取場所 採取年月 K-40 Bi-214 Cs-137 

草力壁Z上E 
平成6年4月 3.0::1:0.11 ND ND 

7月 2.0::1:0.22 ND ND 

10月 2.2::1:0.16 ND ND 

平成7年 1月 3.9::1:0.15 ND ND 

平成6年4月 2.9土0.19 ND ND 

7月 2.9土0.20 ND ND 

10月 2.0::1:0.16 ND ND 

平成7年 1月 3.8土0.27 ND ND 

上村τ 理場

平成6年4月 3.2土0.21 ND ND 

7月 2.9::1:0.15 ND ND 

10月 3.6::1:0.24 ND ND 

平成7年 1月 3.3::1:0.22 ND ND 

ND:検出限界以下

第30表植物試料の 7放射性核種濃度 (Bq/kg) 

採取
採取年月 試 料 K-40 Pb-212 Pb-214 Be-7 Ac-228 TI-208 Cs-137 

場所

平成6年4月 サンゴジュ 94.0:t 1.8 1.10:t0 .10 1.38土0.12 9.37:!:0.80 1.93土0.20 0.57:t0.14 ND 

7月 サンゴジュ 68.0:t 2.8 ND 0.81:t0.24 10.5土2.242. 39:t0 .37 ND ND 

原 10月 サンゴジュ 68.4土1.2o .52:t0 .07 0.90土0.09 5.59:t1.15 1.21土0.13o .40:t0 .10 ND 
子 平成7年 1月 サンゴジュ 180.1:t 3.6 0.94土0.22 1. 92:t0. 27 20.2土2.482.05:t0.40 ND ND 

力 平成6年4月 ツノぜキ 67.4:t 2.7 4.50土0.25 1. 78:t0 .26 12.6土1.663.07:t0.40 2.83土0.35 ND 

研 7月 ツバキ 66.5:t 3.1 2 .49:t0 .26 2.11:t0.31 ND 4.59土0.48 2.73:t0.38 ND 

~ 10月 ツノイキ 52.4:t 1.1 3.14土0.11 2 .15:t0 .12 9.03土1.91 2.88:!:0.17 2.28土0.15 ND 

所 平成7年 1月 ツノイキ 91.3:t 3.2 6.24:t0.31 2.18:t0.34 17.1土3.11 4.78土0.51 4.56:t0.44 ND 

構 平成6年4月 カモジグサ 59.7:t 1.0 ND ND 2.02:t0.37 ND ND ND 
内 7月 カモジグサ 62.4土 2.8 ND ND ND ND ND ND 

10月 カモジグサ 630. 9:t 15.。ND ND ND ND ND ND 

平成7年 1月 カモジグサ 61.3:t 6.5 ND ND ND ND ND ND 

上最τ古理場
平成6年4月 サンゴジュ 139.5:t 3.7 1. 27:t0 .24 1. 45:t0 . 28 31.9土2.102 .34:t0.43 1. 14:t0 . 33 ND 

7月 サンゴジュ 68.0土2.8 ND 0.81:t0 .24 10.5 :t2.24 2.39:t0.37 ND ND 

10月 サンゴジュ 319.5:t 7.3 ND 1.90土0.58 ND 4.70:t0.84 ND ND 

平成7年 l月 サンゴジュ 92.9:t 2.3 0.81:tO.l6 0.81:t0.20 11.4土1.922.28土0.30 ND ND 

ND:検出限界以下

0.126μSv/h，原子炉施設敷地外のモニタリング地点

では， 0 . 068--0 . 117.μSv/h とパックグラウンドレベ

ルの範囲の変動で，顕著に高いレベルの場所はなかっ

た。環境γ線線量当量としては，普通一般には吸収線

量率， μGy/hとして表示するのが適していると思わ

れるが，測定結果そのものを校正係数による補正を

行ったままの値で表した。

4.2 環境試料中の全 β放射能濃度

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟よりの排水

経路に沿ったサンプリング地点，原研前上流，原研前

および原子炉より 1.5kmにある上小阪下水処理場に

おいて採取した陸水， 植物および排水溝沈泥土の全β

放射能濃度を第26，...，28表に示した。陸水の全β放射能

濃度は(14.1--52.7)x 1O-2Bq/ fであった。植物試料
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第31表河川洗泥土試料の7放射性核種濃度 (Bq/kg乾土)

採取
採取年月 Ra-226 Pb-212 Pb-214 Tl-208 Bi-214 K-40 Ac-228 Cs-137 

場所

平成6年4月 ND 23.9:t 0.87 14.7土0.94 20. 6:t1. 27 11.5:t0.89 675.8:t 12.8 18.1:t1.51 1. 74:t0.42 

7月 41.8土9.64 25.8土1.09 13.3:t1.18 19. 3:t1. 53 12.2:t1.09 690.9:t 14.2 23.0土1.85 ND 

10月 ND 27.1土1.01 13.4:t1.11 20.1土1.45 12.9:t1.03 661.1土 13.221.4:t 1. 73 1. 60:t0.48 

平成7年 1月 36.4:t9.15 24.9:t 1.04 13.0土1.13 19.0:t1.47 11.5:t1.03 677.4:t 13.7 20.6:t1.74 2.03土0.51

主力議
平成6年4月 26.0土6.43 23.1:t 0.76 13.4:t0.80 19. 6:t1. 09 12.0土0.78670.0:t 11.2 20 .5:t 1.38 1.12:t0.37 

7月 ND 21.7土1.06 11.3:t1.18 14.8:t1.50 9.6:t1.06 355.7:t 13.8 19.1:t 1. 81 1. 73土0.51
10月 49.4土8.51 23.6:t 0.96 13.2土1.05 16.6土1.35 12.3土0.98699.6土13.1 21.5土1.68 ND 

平成7年 1月 ND 25.7:t 1. 06 15.0:t1.17 21.2:t1.53 13.3:t1.07 695.7:t 13.9 20. 6:t 1. 79 ND 

上産 γ 主理場
平成6年4月 ND 39.6土2.3632.7土2.71 28.2土3.24 30 .3:t2.44 616.9:t 23.3 46. 7:t3. 87 ND 

7月 ND 58.7土19.0 ND ND ND 906. 9:t 167 .。 ND ND 
10月 ND 30.7:t 1.55 18.3土1.74 19.0土2.15 17.6:t1.63 747.3:t 19.0 24.5:t2.59 2.94土0.76

平成7年 1月 ND 19.4:t 4.50 ND ND ND 771.1:t 41.7 26.3土7.02 ND 

ND:検出限界以下

(第27表)は，イネ科などの下草およびサンゴジュ科， が"ツバキ"および"サンゴジュ"に顕著に検出され，

ツバキ科について調査し，これらの植物の葉茎部の全 ツバキなど樹木類と下草類の聞に特異性が見られるよ

β放射能濃度で示し， 2.75--8. 43Bq/ g灰分であった。 うに思われる。

採取場所，採取時期によって同一種を試料とすること

がむつかしく，全β放射能濃度の変動が大きい。そこ 5. ま と め
で，一年を通じて採取が可能なものとしてツノぜキ"

"サンゴジュ"を選んだが， ツバキの全β放射能濃度 平成6年度の原子炉施設およびトレーサー・加速器

は下草類の全β放射能濃度のおよそ1/2となってい 棟における放射線管理に関する結果の概要を報告し

る。このことは全β放射能濃度がカリウム含有量など た。原子炉施設周辺の定期の環境放射能調査におい

に大きく左右されていることに起因していると思われ て，自然放射性核種以外の長半減期放射性核種による

る。排水溝などの沈泥土(第28表)については 0.71-- 影響はなくなったものと思われる。

1.07Bqjg乾土と採取地による差はあまりなかった。 環境γ線線量の測定は， フィルムバッジ， TLDお

よび、エリアモニタなどを用いて実施している。

4.3 環境試料の γ線核種分析

陸水，植物および沈泥土の γ線核種分析結果を第29

，.，..31表に示した。陸水試料について，検出された核種

は40Kで， 137 CS， 238 Uおよび 232Thのいずれの崩壊生

成核種も検出されなかった。植物試料の γ線核種分

析結果においても，検出された核種は， 40K，7Beなど

の自然放射性核種のみであった。 137Cs濃度は検出限

界以下で，チェルノブイリ原発事故の影響1)2)も少な

くなったものと恩われる。"カモジグサ"など下草類と

"ツバキ"についての核種分析結果の相違は，採取時期

によって多少異なるのが，全β放射能濃度についても

見られるように，ツバキの 40K濃度が"下草"および

"サンゴジュ"の濃度の約1/3倍の値を示した。また

Th， U系列の崩壊生成核種である 212Pb，214 Pb， 208 T .e 
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